
（別紙３）

〜 2026年 3⽉ 27⽇

（対象者数） 17 （回答者数） 10

〜 2026年 3⽉ 27⽇

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 児童たちの⽬線に合わせた⽀援を⼼がけること

2 研修やミーティングでスタッフ全員で共有し、
⽀援レベルの向上に努める

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 帰宅の準備を意識した格納の配慮

2  クラウドサービスを使⽤したグループ共有や
社内掲⽰の活性

3

○事業所名 とおん

○保護者評価実施期間 2026年 3⽉ 20⽇

○保護者評価有効回答数

2026年 3⽉ 20⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 31⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

スペースに余裕がない ⾞椅⼦・バギー利⽤者が多いので収納場所を⼯夫する

社内情報共有の未達成
常勤。・⾮常勤の出勤状況の違いにより、

研修や情報共有が⾏き届かない

重⼼児童に合わせた独⾃のレクリエーションやプログラムの
展開

笑顔をいかに引き出すかの研究

児童の成⻑、変化への気づきや対応 本⼈の意思や⾃主性を最優先した関わり⽅

事業所における⾃⼰評価総括表公表


